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序
　
論

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
「
特
別
な
関
係
（Special Relationship

）」
を
外
交
政
策
の
基
軸
と
し
て
き（
1
）た。

そ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
の
姿
勢
を
象
徴
す
る
首
相
の
一
人
が
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret Thatcher

）
で
あ
る
。
サ
ッ

チ
ャ
ー
は
レ
ー
ガ
ン
（Ronald Reagan

）
大
統
領
と
の
間
に
強
い
信
頼
関
係
を
築
い
た
。
し
ば
し
ば
こ
の
時
代
は
英
米
関
係
の
「
黄
金

期
」
と
し
て
語
ら
れ
、
英
米
関
係
は
世
界
が
冷
戦
終
結
に
向
か
う
原
動
力
の
一
つ
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ（
2
）る。

　
し
か
し
、
英
米
の
指
導
者
が
政
治
的
信
条
を
共
有
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
「
黄
金
期
」
が
始
ま
る
と
い
う
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
本

稿
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
そ
の
土
壌
は
新
冷
戦
初
期
（
一
九
七
九
〜
八
一
年
）
に
整
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ（
3
）る。
一
九
七
〇
年
代
を

通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
性
は
著
し
く
低
下
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
度
衰
退
し
た
英
米
関
係
が
再
強
化
さ

れ
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
対
英
認
識
が
変
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
カ
ー
タ
ー
（Jim

m
y Carter

）
政
権
期
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は

「
ア
メ
リ
カ
の
友
人
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
・
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
に
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
発
足
直
後
の
米
国
内
の
政
治

状
況
が
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
性
を
増
大
さ
せ
る
帰
結
を
も
た
ら
し
た
。
新
冷
戦
初
期
に
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の

緊
密
な
同
盟
国
と
し
て
の
地
位
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
。

　
英
米
関
係
の
「
黄
金
期
」
が
準
備
さ
れ
る
過
程
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
湾
岸
地
域
を
め
ぐ
る
危
機
で
あ（
4
）る。
一

九
七
九
年
五
月
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
発
足
以
降
、
湾
岸
地
域
は
国
際
政
治
の
「
最
前
線
」
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
七
九
年
一
一
月
、
在
イ
ラ

ン
・
ア
メ
リ
カ
大
使
館
が
イ
ラ
ン
の
学
生
た
ち
に
占
拠
さ
れ
、
多
数
の
大
使
館
員
ら
が
人
質
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
に
は
ソ

連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
、
湾
岸
地
域
へ
の
ソ
連
の
脅
威
が
問
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
八
〇
年
九
月
に
は
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦

争
が
勃
発
し
、
湾
岸
地
域
の
情
勢
は
よ
り
緊
迫
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
危
機
へ
の
対
応
を
通
し
て
、
英
米
関
係
の
「
黄
金
期
」
は
準
備
さ
れ
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て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
一
般
的
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
対
米
関
係
重
視
の
政
治
家
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
彼
女
が
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
強
化
を
進
め
た

の
は
当
然
の
こ
と
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
首
相
就
任
当
初
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
時

と
し
て
対
米
協
力
を
拒
否
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
が
光
を
当
て
る
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
外
交
官
」
た
ち
が
果
た

し
た
役
割
で
あ
る
。
対
米
関
係
重
視
の
政
治
家
と
い
う
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
「
外
交
官
」
た
ち
が
対
米
関
係
で

果
た
し
た
役
割
は
等
閑
に
付
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
の
友
人
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
・

維
持
で
き
た
の
は
、
彼
女
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
だ
け
で
な
く
、「
外
交
官
」
た
ち
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
「
外
交
官
」
と
い
う
場
合
に
は
、
外
務
省
の
最
高
責
任
者
た
る
外
相
も
含
む
こ
と
と
す（
5
）る。

　
近
年
、
新
た
に
公
開
さ
れ
た
一
次
史
料
を
も
と
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
中
東
政
策
や
当
該
期
の
英
米
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
研
究
が

続
々
と
登
場
し
て
お
り
、
本
稿
も
そ
れ
ら
の
研
究
に
示
唆
を
受
け
て
い（
6
）る。
し
か
し
、
新
冷
戦
初
期
の
湾
岸
地
域
を
め
ぐ
る
危
機
へ
の
対

応
が
、
そ
の
後
の
英
米
関
係
に
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
以
下
、
第
一
章
で
、「
サ
ッ
チ
ャ
ー
外
交
」
の
背
景
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
国
際
環
境
と
英
米
関
係
を
概
観
し
た
後
、
首
相
と
外

相
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
次
に
、
第
二
章
か
ら
第
三
章
で
、
イ
ラ
ン
問
題
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
経
済

制
裁
に
消
極
的
で
あ
っ
た
一
方
、
政
治
的
側
面
で
の
対
米
協
力
を
進
め
た
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
し
て
、
第
四
章
で
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争

を
機
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
軍
事
的
側
面
で
も
対
米
協
力
を
実
施
す
る
過
程
を
た
ど
っ
た
後
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
発
足
直
後
の
湾
岸
地
域
へ

の
関
与
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
議
論
を
見
る
。
最
後
に
、
結
論
と
し
て
、
湾
岸
地
域
を
め
ぐ
る
危
機
へ
の
対
応
が
、
英
米
関
係
の

「
黄
金
期
」
に
も
た
ら
し
た
帰
結
を
考
察
す（
7
）る。
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一
　「
サ
ッ
チ
ャ
ー
外
交
」
の
背
景

㈠
　
一
九
七
〇
年
代
の
国
際
環
境
と
英
米
関
係

　
一
九
六
二
年
の
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
で
核
戦
争
の
瀬
戸
際
に
立
っ
た
米
ソ
は
、
そ
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
緊
張
緩
和
を
模
索
し

た
。
六
三
年
六
月
に
米
ソ
間
で
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
協
定
が
結
ば
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
年
八
月
に
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｐ
Ｔ
Ｂ

Ｔ
）、
六
八
年
七
月
に
は
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
が
調
印
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
六
九
年
に
発
足
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
（Richard 

N
ixon

）
政
権
は
デ
タ
ン
ト
政
策
を
推
進
し
、
戦
略
兵
器
制
限
条
約
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
や
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
）
制
限
条
約
、
核

戦
争
防
止
協
定
な
ど
が
米
ソ
間
で
締
結
さ
れ
た
。
ま
た
、
米
ソ
・
デ
タ
ン
ト
に
並
行
し
て
、
西
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ト
（W

illy Brandt

）
政

権
が
東
方
政
策
を
推
進
し
、
欧
州
で
も
デ
タ
ン
ト
が
進
展
し
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
の
デ
タ
ン
ト
期
に
冷
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
第
三
世
界
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
期
待
に
反
し
て
、
ソ
連
は
デ
タ
ン

ト
が
第
三
世
界
へ
の
介
入
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
第
三
世
界
で
の
影
響
力
拡
大
を
図
っ
た
。
一
方
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
で

大
き
な
挫
折
を
経
験
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
第
三
世
界
へ
の
関
与
を
忌
避
す
る
よ
う
に
な
り
、
影
響
力
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国

際
関
係
史
家
の
ヴ
ァ
イ
ス
（M

aurice Vaïsse

）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
ソ
連
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
権
威
の
失
墜
を
巧
み
に
利
用
し
て
そ

の
隙
に
つ
け
入
り
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
米
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
で
自
ら
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
た
の
で
あ（
8
）る」。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
に
よ
る
中
東
和
平
の
仲
介
は
、
第
三
世
界
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
を
取
り
戻
す
契
機

と
な
る
か
に
思
わ
れ
た
。
カ
ー
タ
ー
は
一
九
七
八
年
九
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
ベ
ギ
ン
（M

enachem
 Begin

）
と
エ
ジ
プ
ト
大
統
領
サ
ダ

ト
（Anw

ar al-Sadat

）
を
大
統
領
別
荘
に
招
き
、
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
合
意
を
実
現
さ
せ
た
。
し
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
以
外
の
ア
ラ

ブ
諸
国
は
合
意
内
容
と
そ
れ
を
仲
介
し
た
ア
メ
リ
カ
に
激
し
く
反
発
し
、
結
果
的
に
ア
メ
リ
カ
は
中
東
で
も
権
威
を
失
墜
さ
せ
る
こ
と
と
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な
っ（
9
）た。
加
え
て
、
中
東
で
は
翌
年
初
頭
に
イ
ラ
ン
革
命
が
発
生
し
、
こ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
最
も
重
大
な
同
盟
国
の
喪
失
」

と
な
っ
）
10
（

た
。

　
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
英
米
関
係
は
い
か
に
推
移
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
英
米
関
係
は
し
ば
し
ば
「
特
別
な
関

係
」
と
称
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
最
重
要
の
同
盟
国
を
自
認
し
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
六
八
年
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（H

arold 

W
ilson

）
政
権
に
よ
る
ス
エ
ズ
以
東
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
軍
撤
退
の
決
定
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
性
を
著
し
く
低
下

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
ス
エ
ズ
以
東
撤
退
の
引
き
金
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
衰
退
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
労
使
紛
争
の
激
化
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
不
安
定
化
を
招
い
た
。
当
該
期
を
英
米
関
係
の
「
ど
ん
底
（nadir

）」
と
呼
ぶ
研
究

者
も
い
る
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
は
大
き
く
揺
ら
い
で
い
た
の
で
あ
）
11
（
る
。

㈡
　
首
相
と
外
相

　
一
九
五
九
年
に
下
院
議
員
に
初
当
選
し
て
か
ら
一
九
七
五
年
に
野
党
保
守
党
の
党
首
に
就
任
す
る
ま
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
年
金
や
教
育

問
題
と
い
っ
た
内
政
に
政
治
活
動
の
重
心
を
置
い
て
い
た
。
保
守
党
党
首
就
任
以
降
は
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
諸
国
を
訪
問
す
る
な
ど
、
外
交

面
で
の
活
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
外
交
で
の
経
験
不
足
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
自
身
も
認
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
彼
女
が
外
交
に
無
関
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
首
相
就
任
当
初
か
ら
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
外

交
へ
の
関
心
は
高
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
ず
、「
鉄
の
女
」
と
い
う
野
党
党
首
時
代
に
つ
け
ら
れ
た
異
名
が
示
す
通
り
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は

ソ
連
に
強
い
警
戒
心
を
抱
い
て
い
た
。
ま
た
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
危
機
の
指
導
者
と
し
て
外
交
の
表
舞
台
で
活
躍

し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

inston Churchill

）
を
敬
愛
し
て
い
）
12
（
た
。
さ
ら
に
、
日
々
首
相
の
手
元
に
届
け
ら
れ
る
外
交
文
書
の
多
く
に
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
自
身
の
手
に
よ
る
メ
モ
や
線
が
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
女
の
外
交
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
外
務
省
に
よ
る
外
交
の
一
元
化
と
い
う
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
き
た
が
、
首
相
の
外
交
へ
の
関
心
が
高
い
以
上
、
外
務
省
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が
外
交
政
策
を
主
導
す
る
こ
と
は
自
明
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
い
か
な
る
人
物
が
外
相
に
就
く
の
か
と
い
う
点
だ
。
イ

ギ
リ
ス
外
交
史
家
の
細
谷
雄
一
が
い
う
よ
う
に
、「
外
務
省
が
外
交
政
策
に
ど
の
程
度
の
影
響
力
を
も
ち
う
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
首

相
と
外
相
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
に
大
き
く
依
存
す
る
」
か
ら
で
あ
）
13
（
る
。

　
組
閣
に
あ
た
っ
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
外
相
に
選
ん
だ
の
は
、
政
治
家
と
し
て
四
〇
年
近
く
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
（6th 

Baron Carrington
）
だ
っ
た
。
両
者
の
出
自
や
党
内
で
の
立
場
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
小
さ
な
町
グ
ラ
ン
サ
ム
で
食

料
品
店
を
営
む
家
庭
で
生
ま
れ
育
っ
た
一
方
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
エ
リ
ー
ト
教
育
を
受
け
）
14
（
た
。
ま
た
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
は
一
九
七
五
年
の
保
守
党
党
首
選
挙
以
来
、
元
首
相
の
ヒ
ー
ス
（Edw

ard H
eath

）
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
リ
ン

ト
ン
は
党
内
で
ヒ
ー
ス
に
近
し
い
人
物
の
一
人
だ
っ
た
。

　
出
自
や
党
内
で
の
立
場
を
見
れ
ば
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
正
反
対
の
人
物
に
思
え
る
。
し
か
し
、
意
外
に
も
首
相
と
外
相

の
関
係
は
良
好
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
外
相
と
し
て
の
資
質
は
疑

い
よ
う
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
に
堪
能
で
、
従
軍
経
験
を
有
し
、
海
軍
大
臣
や
国
防
大
臣
と
い
っ
た
役
職
を
歴
任
し
た
キ
ャ

リ
ン
ト
ン
は
、
外
相
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
を
す
で
に
有
し
て
い
た
の
で
あ
）
15
（
る
。
第
二
に
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
上
院
議
員
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
の
慣
例
で
は
上
院
議
員
が
首
相
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
が
ヒ
ー
ス
に
近
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
に
と
っ
て
の
政
治
的
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
。
第
三
に
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
内
政
上
の
問
題
に
ほ
と
ん
ど
口
を
出

す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
が
内
政
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を
有
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
れ
以
上

に
、
首
相
と
不
要
な
対
立
を
避
け
る
た
め
に
彼
が
と
っ
た
老
練
と
も
い
え
る
術
で
あ
っ
）
16
（

た
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
て
見
逃
せ
な
い
の
が
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
人
的
魅
力
で
あ
る
。
彼
は
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

と
の
会
話
で
も
ユ
ー
モ
ア
を
駆
使
し
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
が
会
話
す
る
様
子
を
見
た
あ
る
人
物
は
、
男
女
が
ふ
ざ
け
合
っ

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
）
17
（

る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
信
頼
を
得
た
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
、
外
交
政
策
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
と
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な
っ
た
。

　
両
者
の
外
交
政
策
上
の
選
好
に
つ
い
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
盲
目
的
に
対
米
協
力
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
一
方
、
欧
州
と
の
協
調
を
重
視

す
る
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
が
そ
れ
を
抑
え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
）
18
（
る
。
た
し
か
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
自
身
の
敬
愛
す
る
チ
ャ
ー
チ
ル
同

様
、
ア
メ
リ
カ
に
強
い
シ
ン
パ
シ
ー
を
抱
い
て
い
た
。
だ
が
、
首
相
就
任
当
初
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
し
ば
し
ば
対
米
協
力
に
消
極
的
な
姿
勢

を
示
し
た
。
彼
女
に
と
っ
て
最
優
先
す
べ
き
は
「
経
済
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
）
19
（

り
、
対
米
協
力
と
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
利
益
が
矛
盾

す
る
と
き
、
彼
女
は
対
米
協
力
に
反
対
す
る
こ
と
も
厭
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
次
章
以
降
で
見
る
よ
う
に
、
新
冷
戦
初
期
に
サ
ッ

チ
ャ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
の
友
人
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
・
維
持
で
き
た
の
は
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
を
は
じ
め
と
す
る
「
外
交
官
」
た

ち
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

二
　
新
冷
戦
の
幕
開
け

㈠
　
在
イ
ラ
ン
・
ア
メ
リ
カ
大
使
館
人
質
事
件

　
モ
ハ
ン
マ
ド
・
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
（M

oham
m
ad-Reza Shah Pahlavi

）
が
統
治
す
る
イ
ラ
ン
は
、
湾
岸
地
域
に
お
け
る
西
側
の
主
要

な
同
盟
国
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
八
年
は
じ
め
か
ら
断
続
的
に
イ
ラ
ン
各
地
で
反
体
制
暴
動
や
テ
ロ
行
為
が
発
生
し
、
翌
年
一
月
に

つ
い
に
シ
ャ
ー
は
国
外
に
逃
れ
た
。
そ
し
て
、
二
月
に
は
国
外
に
亡
命
し
て
い
た
シ
ー
ア
派
の
指
導
者
ホ
メ
イ
ニ
（Ayatollah Rouhollah 

Khom
eini

）
が
帰
国
し
、
四
月
に
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
が
樹
立
さ
れ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
長
ら
く
シ
ャ
ー
体
制
の
イ
ラ
ン
と
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
一
九
七
九
年
五
月
に
発
足
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
革
命
後
の

イ
ラ
ン
と
の
関
係
構
築
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
一
一
月
に
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
を
困
難
な
立
場
に
追
い
込
む
事
件
が
発
生
す
る
。
テ
ヘ
ラ
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ン
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
が
イ
ラ
ン
の
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
、
大
使
館
員
ら
が
人
質
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
ア
メ

リ
カ
の
カ
ー
タ
ー
政
権
は
一
二
日
に
イ
ラ
ン
か
ら
の
石
油
の
輸
入
禁
止
に
踏
み
切
っ
た
の
に
続
い
て
、
一
四
日
に
は
イ
ラ
ン
の
在
米
資
産

の
凍
結
を
発
表
し
）
20
（
た
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ン
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
に
同
調
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
イ
ラ
ン
の
市
場
と
し
て
の
重
要
性
が
あ
っ
た
。
イ
ラ
ン
革
命
の
前
年
に
あ
た
る
一
九
七
八
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
イ
ラ
ン

輸
出
は
七
億
五
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
貿
易
収
支
で
見
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
イ
ラ
ン
は
中
東
最
大
の
市
場
で
あ
っ
）
21
（
た
。
特
に
一

九
七
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
軍
需
産
業
に
と
っ
て
イ
ラ
ン
は
最
大
規
模
の
市
場
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
兵
器
輸
出
全
体
の
約
一
七
％
が
イ

ラ
ン
に
対
す
る
も
の
だ
っ
）
22
（
た
。
イ
ラ
ン
革
命
以
降
に
英
・
イ
ラ
ン
間
の
貿
易
額
は
下
降
し
て
い
た
と
は
い
え
、
将
来
的
な
イ
ラ
ン
と
の
友

好
関
係
の
可
能
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
九
年
一
二
月
の
時
点
で
約
三
〇
〇
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
が

イ
ラ
ン
国
内
に
留
ま
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
彼
ら
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
っ
）
23
（
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
再
建
こ
そ
が
最
優
先
だ
と
考
え
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
対
米
協
力
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
不
利
益
が
生
じ

る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
一
二
月
一
〇
日
の
ヴ
ァ
ン
ス
（Cyrus Vance

）
米
国
務
長
官
と
の
会
談
で
如

実
に
表
れ
た
。
イ
ラ
ン
の
在
英
資
産
凍
結
を
求
め
る
ヴ
ァ
ン
ス
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
資
産
凍
結
は
世
界
の
金
融
市
場
に
「
破
壊
的
な
」
悪

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
戦
時
に
の
み
と
ら
れ
る
措
置
だ
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
政
府
に
資
産
凍
結
の
法
的
権
限
が

な
い
こ
と
を
付
け
加
え
た
が
、
彼
女
が
ア
メ
リ
カ
の
要
請
に
強
い
不
満
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス

政
府
に
は
資
産
凍
結
の
権
限
が
あ
る
と
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
説
得
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
こ
で
す

か
さ
ず
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
外
相
が
両
者
の
間
に
割
っ
て
入
っ
た
。
彼
は
「
現
在
の
と
こ
ろ
は
（at present

）」
政
府
に
法
的
権
限
が
な
い

の
だ
と
ヴ
ァ
ン
ス
に
語
っ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
イ
ラ
ン
の
在
英
資
産
凍
結
を
「
し
な
い
」
と
い
う
姿
勢
を
隠
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
「
で
き
な
い
」
と
い
う
点
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
政
府
の
法
的
権
限
に
つ
い
て
再
度
検
討
す
る
こ
と
で
、
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ヴ
ァ
ン
ス
と
の
会
談
は
落
ち
着
い
）
24
（
た
。

　
ヴ
ァ
ン
ス
と
の
会
談
の
後
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
関
係
閣
僚
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
総
裁
ら
を
首
相
官
邸
に
集
め
、
イ
ラ
ン
の
在
英
資
産
凍

結
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
法
務
長
官
が
述
べ
る
に
は
、
政
府
に
資
産
凍
結
の
法
的
権
限
が
あ
る
と
い
う
ヴ
ァ
ン
ス
の
理
解

は
間
違
い
で
あ
っ
た
。
続
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
総
裁
は
「
た
と
え
﹇
法
的
に
﹈
資
産
凍
結
が
可
能
だ
っ
た
と
し
て
も
」（﹇
　
﹈
内
は

引
用
者
）
政
府
は
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。「
銀
行
業
セ
ン
タ
ー
（banking centre

）」
と
し
て
の
イ
ギ
リ

ス
の
地
位
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
っ
）
25
（
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
れ
ら
の
立
場
に
同
意
し
、
一
三
日
の

閣
議
で
も
イ
ラ
ン
の
在
英
資
産
凍
結
を
行
わ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
）
26
（

た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
の
が
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
た
ち
同
様
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
も
ア
メ
リ

カ
の
措
置
に
同
調
す
る
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
、
も
し
イ
ギ
リ
ス
が
何
も
し

な
け
れ
ば
、
英
米
関
係
に
「
真
の
政
治
的
問
題
」
が
生
じ
る
危
険
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
）
27
（
る
。

　
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
が
重
視
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
を
強
く
支
援
し
て
い
る
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
こ

と
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
一
二
月
半
ば
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
首
相
と
し
て
初
の
訪
米
は
、
ア
メ
リ
カ
を
支
え
る
イ
ギ
リ
ス
の
姿
を
ア
メ
リ

カ
国
民
に
示
す
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
と
の
会
談
を
翌
日
に
控
え
た
一
六
日
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
ヘ
ン
ダ
ー

ソ
ン
（N

icholas H
enderson

）
在
米
大
使
を
交
え
て
、
国
連
安
保
理
で
対
イ
ラ
ン
制
裁
決
議
を
進
め
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
方
針
を
支

持
す
べ
き
か
を
話
し
合
っ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
消
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
と
き
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
彼
女
を
説
得
し
た
。

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
、
君
は
イ
エ
ス
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
）
28
（

い
」。

　
こ
う
し
て
行
わ
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
訪
米
は
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
狙
い
通
り
に
進
ん
だ
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
カ
ー
タ
ー
と
の
会
談
で
揺
る

ぎ
な
い
支
援
を
約
束
し
、
安
保
理
決
議
を
目
指
す
ア
メ
リ
カ
の
方
針
を
支
持
し
）
29
（

た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
議
会
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
演
説
し

た
際
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
共
和
党
の
「
大
統
領
候
補
」
に
推
す
声
ま
で
上
が
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
上
院
議
員
は
ヘ
ン
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ダ
ー
ソ
ン
大
使
と
の
会
話
で
、「
こ
れ
ま
で
に
訪
米
し
た
人
物
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
人
物
は
思
い
当
た
ら
な

い
」
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
称
賛
し
た
と
い
）
30
（

う
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
訪
米
が
成
功
に
終
わ
っ
た
背
景
に
は
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
へ
の
説
得
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
側
の

事
情
も
あ
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
会
談
を
、
同
盟
国
と
の
「
結
束
（solidarity

）」
を
ア
メ
リ
カ
国
内
と
イ
ラ
ン
に
示
す
機

会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
）
31
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
会
談
で
対
イ
ラ
ン
経
済
制
裁
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
す
る
の

を
意
図
的
に
避
け
た
の
で
あ
）
32
（
る
。
こ
う
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
訪
米
は
イ
ラ
ン
問
題
で
英
米
が
緊
密
に
協
力
し
て
い
る
姿
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

㈡
　
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
訪
米
か
ら
ま
も
な
く
、
世
界
の
関
心
は
イ
ラ
ン
の
隣
国
に
向
け
ら
れ
た
。
一
九
七
九
年
一
二
月
二
七
日
、
政
情
不
安
が

続
い
て
い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
ソ
連
軍
が
侵
攻
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
デ
タ
ン
ト
崩
壊
の
決
定
打
と
な
り
、
新
冷
戦
が
幕
を
開

け
る
こ
と
と
な
る
。

　
デ
タ
ン
ト
路
線
を
と
り
、
同
年
六
月
に
ソ
連
と
の
間
で
第
二
次
戦
略
兵
器
制
限
条
約
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
）
に
調
印
し
て
い
た
カ
ー
タ
ー
は
、

ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
と
の
知
ら
せ
に
驚
愕
し
た
。
大
統
領
夫
人
の
ロ
ザ
リ
ン
（Rosalyn Carter

）
は
、
そ
の
と
き
の

夫
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
ロ
シ
ア
の
侵
攻
が
確
認
さ
れ
た
午
後
ほ
ど
取
り
乱
し
た
ジ
ミ
ー
を
私
は
見
た
こ
と
が
な
）
33
（
い
」。

　
一
方
、「
鉄
の
女
」
と
呼
ば
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
こ
の
事
件
は
自
ら
の
対
ソ
認
識
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
も
の
だ
っ
た
。
彼

女
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
私
は
ほ
か
の
人
ほ
ど
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
よ
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
か
っ
た
。
私
に
は
、
長
い

間
ソ
連
が
西
側
世
界
の
弱
点
と
不
統
一
に
つ
け
こ
む
た
め
に
、
デ
タ
ン
ト
を
容
赦
な
く
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

私
は
野
獣
を
知
っ
て
い
）
34
（

た
」。
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サ
ッ
チ
ャ
ー
は
す
ぐ
さ
ま
ソ
連
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
を
示
し
た
。
ソ
連
軍
の
侵
攻
か
ら
二
日
後
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
ソ
連
書
記
長
ブ
レ
ジ

ネ
フ
（Leonid Brezhnev

）
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
に
は
外
国
か
ら
の
干
渉
を
受
け
ず
に
自
国
の
政
府
を
選

択
す
る
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
ソ
連
の
行
動
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
だ
と
強
く
非

難
し
）
35
（
た
。
彼
女
は
ソ
連
の
意
図
が
勢
力
圏
拡
大
に
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
）
36
（
る
。

　
し
か
し
、
一
二
月
三
一
日
に
ア
メ
リ
カ
の
呼
び
か
け
を
受
け
て
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
六
ヵ
国
（
英
、
米
、
加
、
仏
、
西

独
、
伊
）
に
よ
る
会
議
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
と
き
、
同
盟
国
の
足
並
み
の
乱
れ
が
露
わ
と
な
っ
た
。
会
議
に
出
席
し
た
ハ
ー
ド

（D
ouglas H

urd

）
外
務
担
当
閣
外
相
は
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。「
同
盟
国
に
よ
る
会
議
は
期
待
外
れ
の
も
の
で
し

た
」。
ハ
ー
ド
の
失
望
は
、
対
ソ
強
硬
姿
勢
に
消
極
的
な
欧
州
諸
国
だ
け
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
対
応
策
が
定

ま
っ
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
も
、
ハ
ー
ド
は
失
望
し
て
い
た
の
で
あ
）
37
（

る
。

　
カ
ー
タ
ー
は
ソ
連
の
行
動
は
看
過
で
き
な
い
と
考
え
る
一
方
、
自
身
が
心
血
を
注
い
で
調
印
に
漕
ぎ
着
け
た
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
批
准
の
可
能

性
を
捨
て
去
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
。
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
は
、
カ
ー
タ
ー
が
個
々
の
上
院
議
員
を
粘
り
強
く
説
得
し
、
Ｓ

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
批
准
の
支
持
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
起
こ
っ
た
も
の
だ
っ
）
38
（
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
迷
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は

具
体
的
な
対
応
策
を
示
せ
な
い
で
い
た
。

　
か
く
し
て
、
一
九
七
九
年
末
に
は
イ
ラ
ン
問
題
で
ア
メ
リ
カ
を
支
え
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
で
は
ア
メ
リ
カ
を
リ
ー

ド
す
る
か
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ー
タ
ー
政
権
が
イ
ラ
ン
と
ソ
連
に
対
し
て
よ
り
強
硬
な
措
置
を
と
る
に
つ
れ
て
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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三
　
対
米
協
力
の
逡
巡

㈠
　
対
ソ
経
済
制
裁

　
カ
ー
タ
ー
政
権
内
で
は
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
（Zbigniew

 Brzezinski

）
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
が
ソ
連
に
強
硬
な
立
場

を
と
っ
て
い
た
。
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
カ
ー
タ
ー
に
、
状
況
は
一
九
四
七
年
の
「
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
の
と
き
と
酷
似
し
て
い

る
と
述
べ
、
ソ
連
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
ア
メ
リ
カ
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
必
要
性
を
主
張
し
た
。
一
方
で
、
一
九
四

七
年
と
の
重
要
な
違
い
も
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
と
ギ
リ
シ
ャ
に
対
す
る
ソ
連
の
行
動
よ
り
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
は
「
露
骨
か
つ
容
赦

な
い
」
も
の
で
あ
る
上
に
、
西
側
に
と
っ
て
死
活
的
に
重
要
な
湾
岸
地
域
を
脅
か
す
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
）
39
（
る
。

　
ア
メ
リ
カ
国
内
で
も
ソ
連
に
対
す
る
批
判
の
声
が
強
く
な
る
な
か
、
カ
ー
タ
ー
は
ソ
連
へ
の
経
済
制
裁
を
決
断
し
、
一
九
八
〇
年
一
月

四
日
の
テ
レ
ビ
演
説
で
対
ソ
穀
物
禁
輸
な
ど
の
措
置
を
発
表
し
）
40
（
た
。
さ
ら
に
、
二
三
日
の
一
般
教
書
演
説
で
い
わ
ゆ
る
「
カ
ー
タ
ー
・
ド

ク
ト
リ
ン
」
を
提
示
し
た
。
カ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
来
、
最
も
深
刻
な
平
和
に
対

す
る
脅
威
だ
っ
た
。
そ
し
て
、「
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
地
域
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
外
部
勢
力
の
企
て
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
死

活
的
利
益
に
対
す
る
攻
撃
と
み
な
し
」、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
軍
事
力
の
行
使
も
辞
さ
な
い
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
）
41
（

る
。

　
ソ
連
に
対
す
る
経
済
制
裁
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
広
く
国
際
社
会
が
ア
メ
リ
カ
の
措
置
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
カ
ー
タ
ー
政
権
は
同
盟
国
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
カ
ー
タ
ー
政
権
が
西
側
主
要
国
の
な
か
で
最
も

協
力
的
な
姿
勢
を
と
る
だ
ろ
う
と
想
定
し
て
い
た
国
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
）
42
（

た
。
ア
メ
リ
カ
と
「
特
別
な
関
係
」
に
あ
り
、
反
ソ
・
反
共
主

義
を
唱
え
る
人
物
が
首
相
を
務
め
る
イ
ギ
リ
ス
の
協
力
は
、
自
明
の
こ
と
に
思
わ
れ
た
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
カ
ー
タ
ー
政
権
の
想
定
と
は
裏
腹
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
内
で
は
経
済
制
裁
に
消
極
的
な
声
が
強
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
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は
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
状
況
へ
の
考
慮
が
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
は
「
イ
ギ
リ
ス
病
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
停
滞
の
時
代
で
あ
り
、
特
に

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
発
足
の
直
前
に
は
公
務
員
の
大
規
模
ス
ト
ラ
イ
キ
で
知
ら
れ
る
「
不
満
の
冬
」
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
）
43
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
再
建
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
政
権
の
命
運
を
左
右
す
る
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
一
月
一
〇
日
の
閣
議
で
も
ア
メ
リ
カ
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
へ
の
懸
念
の
声
が
相
次
ぎ
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
も
そ
れ
に
同
意
し

た
。
そ
し
て
、
ソ
連
に
対
す
る
何
ら
か
の
制
裁
を
行
う
場
合
に
は
「
経
済
的
リ
ス
ク
」
に
充
分
配
慮
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
）
44
（

る
。

　
一
月
一
六
日
、
関
係
閣
僚
が
首
相
官
邸
に
集
ま
り
、
対
ソ
経
済
制
裁
に
関
す
る
具
体
的
な
方
針
が
決
め
ら
れ
た
。
要
点
は
次
の
三
つ
で

あ
る
。
第
一
に
、
一
九
七
五
年
に
締
結
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
二
月
半
ば
に
期
限
を
迎
え
る
英
ソ
信
用
協
定
（the Anglo-Soviet Credit 

Agreem
ent

）
を
更
新
し
な
い
。
第
二
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
が
対
ソ
農
産
物
（
バ
タ
ー
、
肉
、
砂
糖
）
輸
出
に
助
成
金
を
与

え
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
第
三
に
、
対
共
産
圏
輸
出
統
制
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
規
制
の
厳
格
化
や
対
象
品
目
の
拡
大
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
他
の
西
側
諸
国
と
協
議
を
行
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
他
の
西
側
諸
国
が
同
様
の
措
置
を
と
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ

る
も
の
だ
っ
）
45
（
た
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
他
の
西
側
諸
国
は
同
盟
国
で
あ
る
と
と
も
に
、
経
済
的
に
は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
が
経
済
制
裁
に
踏
み
切
る
よ
う
な
状
況
は
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
対
ソ
輸
出
信
用
に
つ
い
て
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
定
め
る
基
準
よ
り
も
低
い
利
率
で
の
輸
出
信
用
の
供
与

を
行
わ
な
い
こ
と
が
、
二
月
五
日
の
Ｅ
Ｃ
外
相
会
議
で
合
意
さ
れ
）
46
（

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ソ
連
と
信
用
協
定
を
結
ぶ
欧
州
諸
国
は
、
イ
ギ
リ

ス
同
様
に
そ
れ
を
更
新
し
な
い
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
ま
た
、
英
ソ
信
用
協
定
が
失
効
し
た
後
も
「
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
」
で
の

輸
出
信
用
の
供
与
は
可
能
で
あ
り
、
同
協
定
の
失
効
が
英
ソ
間
の
貿
易
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
見
積
も
ら
れ

て
い
）
47
（
た
。

　
ソ
連
へ
の
農
産
物
の
輸
出
制
限
が
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
与
え
る
影
響
も
軽
微
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
の
ソ
連
へ
の
農
産
物

輸
出
は
少
な
い
上
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
輸
出
制
限
が
想
定
さ
れ
て
い
た
バ
タ
ー
、
肉
、
砂
糖
を
ソ
連
に
ほ
と
ん
ど
輸
出
し
て
い
な
か
っ
）
48
（

た
。
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一
方
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
な
か
で
は
、
ソ
連
に
農
産
物
を
多
く
輸
出
す
る
フ
ラ
ン
ス
が
輸
出
制
限
に
強
く
反
対
し
て
い
た
。
二
月
末
に
は
欧

州
委
員
会
が
ソ
連
へ
の
バ
タ
ー
輸
出
に
助
成
金
を
出
す
こ
と
を
決
定
す
る
な
ど
、
農
産
物
輸
出
を
め
ぐ
る
欧
州
の
足
並
み
は
そ
ろ
わ
な

か
っ
）
49
（
た
。

　
以
上
の
二
つ
と
は
異
な
り
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
懸
念
し
た
の
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
規
制
対
象
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス

の
対
ソ
輸
出
の
三
分
の
一
は
ハ
イ
テ
ク
機
器
が
占
め
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
利
益
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ

る）
50
（

。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
規
制
対
象
の
拡
大
の
必
要
性
を
カ
ー
タ
ー
自
ら
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
伝
え
た
と
き
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
反
応
は
消
極
的
な
も

の
だ
っ
た
。
彼
女
は
規
制
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
の
、「
欧
州
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
以
上
に
、
ソ
連
と
の

貿
易
に
大
き
な
経
済
的
利
害
を
有
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
加
盟
国
の
同
意
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
）
51
（
る
。

こ
れ
に
対
し
て
カ
ー
タ
ー
は
、
加
盟
国
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
私
た
ち
は
経
済
制
裁
の
目

的
を
見
失
っ
て
は
な
り
ま
せ
）
52
（
ん
」。

　
こ
の
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
「
経
済
的
リ
ス
ク
」
を
避
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
ソ
経
済
制
裁
は
お
世

辞
に
も
強
力
な
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
八
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
ソ
輸
出
額
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
対

ソ
輸
出
額
が
前
年
比
四
六
％
ま
で
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
前
年
比
一
六
七
％
に
ま
で
増
加
し
た
の
で
あ
）
53
（

る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
は
対
ソ
経
済
制
裁
で
積
極
的
に
ア
メ
リ
カ
に
協
力
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

㈡
　
国
連
総
会
決
議
と
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
内
で
は
対
ソ
経
済
制
裁
に
消
極
的
な
意
見
が
強
い
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
何
ら
か
の
協
力
を
示
す
必
要
性
も

認
識
さ
れ
て
い
た
。
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ラ
ン
問
題
で
ア
メ
リ
カ
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問

題
以
上
に
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
）
54
（
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、
経
済
制
裁
以
外
の
手
段
で
の
対
米
協
力
を
模
索
し
て
い
た
。
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ま
ず
、
対
米
協
力
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
国
連
で
あ
る
。
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
翌
日
、
カ
ー
タ
ー
は
サ
ッ
チ
ャ
ー

に
電
話
を
か
け
、
国
連
で
ソ
連
を
非
難
す
る
た
め
の
行
動
を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
述
べ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
は

イ
ラ
ン
に
対
す
る
安
保
理
決
議
の
採
択
を
推
し
進
め
て
お
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
他
の
国
が
議
論
を
主
導
す
る
こ
と
が

望
ま
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
カ
ー
タ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
求
め
た
の
で
あ
）
55
（
る
。

　
実
は
、
カ
ー
タ
ー
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
に
関
し
て
国
連
で
何
ら
か
の
成
果
が
上
が
る
こ
と
に
悲
観
的
だ
っ
）
56
（

た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ

ス
の
「
外
交
官
」
た
ち
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。
そ
の
中
核
を
担
っ
た
人
物
が
、
外
務
省
で
二
五
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア

を
持
つ
パ
ー
ソ
ン
ズ
（Anthony Parsons

）
国
連
大
使
で
あ
る
。
彼
が
重
視
し
た
の
が
、
第
三
世
界
に
よ
る
役
割
だ
っ
た
。

　
ソ
連
が
安
保
理
で
拒
否
権
を
発
動
す
る
こ
と
が
確
実
な
以
上
、
次
に
「
平
和
の
た
め
の
結
集
」
決
議
を
採
択
で
き
る
か
が
鍵
と
な
る
。

つ
ま
り
、
安
保
理
理
事
国
の
全
一
五
ヵ
国
の
う
ち
九
ヵ
国
以
上
の
賛
成
が
あ
れ
ば
、
総
会
緊
急
特
別
会
を
招
集
で
き
る
の
で
あ
）
57
（

る
。
安
保

理
で
「
平
和
の
た
め
の
結
集
」
決
議
を
採
択
し
、
ソ
連
を
非
難
す
る
総
会
決
議
を
採
択
す
る
に
は
、
国
連
加
盟
国
の
多
数
派
を
占
め
る
第

三
世
界
の
国
々
の
賛
成
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
だ
が
、
一
九
五
〇
年
代
以
来
の
「
非
同
盟
運
動
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
三
世
界
の

国
々
は
依
然
と
し
て
冷
戦
の
論
理
か
ら
距
離
を
と
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
）
58
（
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
決
議
採
択
の
過
程
で
西

側
の
影
を
隠
し
、
第
三
世
界
が
主
導
し
て
い
る
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
第
三
世
界
が
対
ソ
非
難
決
議
採
択
に
関
与
す
る
に
は
、「
き
っ
か
け
」
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
パ
ー
ソ
ン
ズ
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
隣
国
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
連
大
使
に
接
触
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
協
力
が
不
可
欠
だ
と
伝
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
パ
キ
ス

タ
ン
大
使
は
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
決
議
に
賛
成
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
同
様
に
、
中
国
の
国
連
大
使
か
ら
も
協
力

の
言
質
を
得
）
59
（
た
。
さ
ら
に
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
六
ヵ
国
（
英
、
米
、
加
、
仏
、
西
独
、
伊
）
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
加
え
た
協
議
の
場
を
開
き
、
安
保
理
の
招
集
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
で
一
致
し
）
60
（

た
。

パ
ー
ソ
ン
ズ
の
努
力
に
並
行
し
て
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
外
相
は
安
保
理
の
招
集
に
賛
同
す
る
国
を
増
や
す
た
め
、
世
界
各
国
に
駐
在
す
る
イ
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ギ
リ
ス
大
使
館
に
現
地
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
指
示
し
て
い
）
61
（
た
。
国
連
で
の
対
米
協
力
は
、
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
総
力
を
挙
げ
た

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
九
八
〇
年
一
月
三
日
に
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
四
三
ヵ
国
を
代
表
し
て
、
安
保
理
招
集
を
求
め
る
書
簡

を
安
保
理
議
長
に
手
渡
し
）
62
（
た
。

　
安
保
理
決
議
案
は
、
非
常
任
理
事
国
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
非
同
盟
諸
国
を
代
表
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
国
連
大
使
と
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
間
で
の
綿
密
な
協
議
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
）
63
（

た
。
安
保
理
決
議
採
決
の
直
前
、
パ
ー
ソ

ン
ズ
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
大
使
に
次
の
よ
う
に
念
を
押
し
た
。「
こ
れ
は
非
同
盟
諸
国
に
よ
る
行
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
西
側

が
糸
を
引
い
て
い
る
と
い
う
気
配
が
あ
れ
ば
、
完
全
な
失
敗
と
な
り
得
）
64
（

る
」。

　
一
月
七
日
の
安
保
理
で
は
、
当
初
の
予
想
通
り
に
ソ
連
が
拒
否
権
を
発
動
し
た
。
す
る
と
二
日
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
メ
キ
シ
コ
が
「
平

和
の
た
め
の
結
集
」
決
議
案
を
提
出
し
、
一
二
対
二
（
棄
権
一
）
で
採
択
さ
れ
）
65
（
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
四
日
に
総
会
緊
急
特
別
会
が
開

か
れ
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
外
国
軍
隊
の
無
条
件
か
つ
完
全
な
撤
退
」
を
求
め
る
決
議
が
一
〇
四
対
一
八
（
棄
権
一
八
）
の
圧
倒

的
多
数
で
採
択
さ
れ
）
66
（

た
。
ソ
連
に
と
っ
て
、
第
三
世
界
か
ら
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
は
想
定
外
の
事
態
で
あ
っ
た
。
第
三
世
界
の
対
ソ
批

判
の
背
後
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
外
交
官
」
た
ち
に
よ
る
様
々
な
根
回
し
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
連
総
会
決
議
の
後
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
対
米
協
力
の
機
会
を
与
え
た
の
が
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
め
ぐ

る
問
題
だ
っ
た
。
一
月
二
〇
日
、
カ
ー
タ
ー
は
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
意
向
を
示

し
）
67
（

、
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
も
協
力
を
要
請
し
た
。
カ
ー
タ
ー
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
英
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｂ
Ｏ
Ａ
）
へ
の
働
き
か
け
を
求
め

た
の
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
カ
ー
タ
ー
か
ら
の
書
簡
に
次
の
よ
う
に
書
き
込
ん
だ
。「
今
私
た
ち
は
同
様
の
行
動
を
と
ら
な
く
て
は
な

ら
な
）
68
（
い
」。

　
経
済
制
裁
を
め
ぐ
る
議
論
の
と
き
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
積
極
的

だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
姿
勢
の
背
景
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
最
も
「
安
上
が
り
」
な
対
米
協
力
の
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手
段
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
確
な
対
ソ
強
硬
姿
勢
を
示
し
つ
つ
も
、
経
済
的
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
手
段
だ
っ

た
の
で
あ
）
69
（

る
。
彼
女
は
二
月
に
ヴ
ァ
ン
ス
米
国
務
長
官
と
会
談
し
た
際
に
、
経
済
制
裁
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
し
な
か
っ
た
一
方
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
そ
の
必
要
性
を
熱
心
に
語
っ
）
70
（
た
。

　
と
は
い
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
権
は
Ｂ
Ｏ
Ａ
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
Ｂ
Ｏ
Ａ
に
圧
力
を
か
け

る
た
め
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
イ
ギ
リ
ス
選
手
団
の
不
参
加
を
求
め
る
下
院
動
議
を
企
図
し
た
。
こ
の
動
議
は
、
三
月
一
七

日
に
長
時
間
に
わ
た
る
激
論
の
末
に
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
多
く
が
「
参
加
す
べ
き
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る

状
況
で
、
下
院
動
議
が
イ
ギ
リ
ス
選
手
団
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
か
っ
）
71
（

た
。
二
月
二
五
日
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
は
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
を
正
式
に
決
定
し
た
の
で
あ
）
72
（
る
。
そ
の
後
も
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
を
迂
回
す
る
形
で
各
種
競
技
団
体
や
選

手
に
参
加
し
な
い
よ
う
働
き
か
け
た
が
、
ほ
と
ん
ど
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
）
73
（
た
。

　
で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
や
各
種
競
技
団
体
の
説
得
に
努
め
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
と
っ
て
は
幸
い
な
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
側
の
見
方
は
好
意
的
な
も
の
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
に
よ
る
参

加
決
定
の
翌
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
氏
は
主
要
な
西
欧
諸
国
の
な
か
で
唯
一
、
心
か
ら
カ
ー
タ
ー
氏
と
連

携
し
た
指
導
者
で
あ
る
」
と
評
価
し
）
74
（

た
。
カ
ー
タ
ー
政
権
内
で
も
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
の
決
定
が
三
月
末
ま
で
引
き
延
ば
さ
れ
た
の
は
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
の
努
力
の
結
果
だ
と
見
ら
れ
て
い
）
75
（
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
経
済
制
裁
以
外
の
手
段
で
の
対
米
協
力
を
模
索
し
、
国
連
総
会
決
議
の
採
択
と
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
対
米
協
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
月
に
は
イ
ラ
ン
問
題

を
め
ぐ
っ
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
再
び
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
。
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㈢
　
イ
ラ
ン
問
題
の
再
燃

　
在
イ
ラ
ン
・
ア
メ
リ
カ
大
使
館
人
質
事
件
の
発
生
か
ら
二
ヵ
月
が
経
過
し
て
も
、
人
質
解
放
の
目
処
は
一
向
に
立
た
な
か
っ
た
。
一
九

八
〇
年
一
月
は
じ
め
に
ヴ
ァ
ル
ト
ハ
イ
ム
（Kurt W

aldheim

）
国
連
事
務
総
長
が
仲
介
に
乗
り
出
す
が
、
イ
ラ
ン
の
強
硬
姿
勢
を
前
に
、

「
早
期
の
解
決
は
で
き
そ
う
に
な
い
」
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
）
76
（
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
ア
メ
リ
カ
は
対
イ
ラ
ン
制
裁
決
議
案
を
国
連
安
保
理
に
提
出
し
た
。
決
議
案
は
、
食
糧
と
薬
品
を
除
く
全
て
の
商
品

の
禁
輸
な
ど
、
厳
し
い
内
容
だ
っ
）
77
（
た
。
既
述
の
通
り
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
前
年
一
二
月
の
訪
米
時
に
、
安
保
理
で
の
ア
メ
リ
カ
の
行
動
を
支

持
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
月
一
三
日
の
安
保
理
で
イ
ギ
リ
ス
は
賛
成
票
を
投
じ
た
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
で

対
米
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
て
い
た
ソ
連
が
拒
否
権
を
行
使
し
、
対
イ
ラ
ン
制
裁
決
議
は
不
成
立
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ー
タ
ー
は
安
保

理
決
議
が
な
く
と
も
、
決
議
案
と
同
内
容
の
措
置
を
実
行
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
）
78
（
た
。
か
く
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
行
動
を
と
も
に
す

る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
再
び
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
と
っ
て
、
イ
ラ
ン
問
題
で
ア
メ
リ
カ
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
よ
り
も
は
る
か
に
困

難
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
九
七
八
年
時
点
で
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
輸
出
全
体
に
占
め
る
ソ
連
の
割
合
が
約
一
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
イ
ラ
ン

は
約
二
％
を
占
め
て
い
）
79
（
た
。
さ
ら
に
、
ソ
連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
受
け
て
イ
ラ
ン
は
対
ソ
脅
威
認
識
を
強
め
て
お
り
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
は
こ
れ
を
西
側
諸
国
が
イ
ラ
ン
と
の
関
係
を
改
善
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
）
80
（

た
。
彼
女
に
と
っ
て
、「
敵
の
敵
は
味
方
」
に

な
り
得
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
も
安
保
理
決
議
な
し
に
イ
ラ
ン
へ
の
制
裁
に
踏
み
切
ろ
う
と
す
る
カ
ー
タ
ー
政
権
の
方
針
に
批
判
的
だ
っ
た
。
彼
に
よ

れ
ば
、
カ
ー
タ
ー
政
権
の
方
針
は
充
分
に
練
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
と
い
う
状
況
に
も
適
応
し
な
い
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
月
二
二
日
の
防
衛
対
外
政
策
委
員
会
（
Ｏ
Ｄ
）
で
、
安
保
理
決
議
な
し
に
対
イ
ラ
ン
制
裁
へ
の
同
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調
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
の
要
請
を
拒
否
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
）
81
（
た
。

　
そ
の
後
カ
ー
タ
ー
政
権
は
イ
ラ
ン
と
の
秘
密
裏
の
交
渉
を
続
け
た
が
、
事
態
打
開
の
糸
口
は
見
え
ず
、
三
月
に
カ
ー
タ
ー
は
重
大
な
決

断
を
下
し
た
。
四
月
一
日
ま
で
に
人
質
が
解
放
さ
れ
な
い
場
合
、
ア
メ
リ
カ
は
一
月
の
安
保
理
で
否
決
さ
れ
た
も
の
と
同
内
容
の
経
済
制

裁
に
踏
み
切
る
と
通
告
し
た
の
で
あ
）
82
（
る
。
カ
ー
タ
ー
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
対
し
て
、
人
質
解
放
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
主

導
の
対
イ
ラ
ン
経
済
制
裁
に
加
わ
る
よ
う
求
め
た
。
そ
し
て
、
も
し
同
盟
国
の
協
力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
「
よ
り
厳
し
い

単
独
行
動
」
も
辞
さ
な
い
考
え
だ
と
伝
え
た
の
で
あ
）
83
（
る
。
結
局
、
人
質
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
四
月
八
日
に
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ン

と
の
国
交
を
断
絶
し
た
。

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
一
月
の
Ｏ
Ｄ
で
一
度
は
ア
メ
リ
カ
の
要
請
を
拒
否
す
る
決
定
を
し
て
い
た
が
、
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
と
き
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
に
対
す
る
認
識
が
極
度
に
悪
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
と
の
断
交
の
前
日
、
カ
ー
タ
ー
は
同
盟
国
へ
の
不
満
を
率
直
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
伝
え
た
。「
正
直
な
と
こ
ろ
、
私
は
西
側
諸
国
の

混
乱
と
、
ソ
連
の
指
導
者
が
そ
こ
か
ら
危
険
な
結
論
を
導
き
出
す
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
ま
）
84
（

す
」。
ア
メ
リ
カ
と
歩
調
を
合

わ
せ
る
こ
と
に
消
極
的
な
同
盟
国
に
対
し
、
カ
ー
タ
ー
は
明
ら
か
に
苛
立
っ
て
い
た
。

　
も
っ
と
も
、
前
節
で
見
た
よ
う
な
政
治
的
側
面
で
の
対
米
協
力
が
功
を
奏
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
例
外
的
に

0

0

0

0

カ
ー
タ
ー
政
権
の
批
判
を
免
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
在
米
大
使
が
強
く
警
告
し
た
よ
う
に
、
カ
ー
タ
ー
政
権
が
イ
ギ
リ
ス
に
も
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
の

は
時
間
の
問
題
だ
っ
）
85
（

た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
。
彼
が
最
も
憂
慮
し
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
が
軍
事
介
入
に
乗
り
出
す
可
能

性
で
あ
っ
た
。
米
ソ
関
係
が
予
断
を
許
さ
な
い
な
か
で
ア
メ
リ
カ
が
軍
事
介
入
に
乗
り
出
せ
ば
、
予
測
不
能
の
事
態
を
招
く
恐
れ
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
も
は
や
、
ア
メ
リ
カ
に
軍
事
介
入
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
に
は
、
経
済
制
裁
に
同
意
す
る
ほ
か
な
か
っ
）
86
（

た
。
四
月
一
五
日

の
Ｏ
Ｄ
は
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
見
解
に
従
っ
て
、
対
イ
ラ
ン
経
済
制
裁
へ
の
同
意
を
決
定
し
、
制
裁
に
必
要
な
立
法
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
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こ
と
と
な
っ
）
87
（
た
。

　
し
か
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
経
済
制
裁
に
踏
み
切
る
に
あ
た
っ
て
、
大
き
く
二
つ
の
留
保
を
つ
け
た
。
第
一
に
、
イ
ラ
ン
の
在
英
資

産
凍
結
を
行
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
特
に
重
視
し
て
い
た
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
法
案
は
「
資
産
凍
結
の
可
能

性
を
明
白
に
排
除
す
る
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
）
88
（
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
点
で
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
に
配
慮
し
て
、

イ
ラ
ン
の
在
英
資
産
凍
結
を
要
請
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
英
米
間
に
大
き
な
摩
擦
を
生
む
こ
と
は
な
か
っ
）
89
（

た
。

　
第
二
に
、
制
裁
対
象
と
な
る
貿
易
上
の
契
約
に
関
し
て
で
あ
る
。
五
月
一
八
日
の
Ｅ
Ｃ
外
相
会
議
で
は
、
在
イ
ラ
ン
・
ア
メ
リ
カ
大
使

館
人
質
事
件
が
発
生
し
た
一
一
月
四
日
以
降
の
全
て
の
契
約
を
禁
止
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
て
い
た
。
し
か
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権

は
、
既
存
の
契
約
を
制
裁
対
象
に
含
め
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
）
90
（
る
。
こ
の
決
定
に
ア
メ
リ
カ
側
は
不
快
感
を
露
わ
に
し
た
。
五
月

に
国
務
長
官
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
マ
ス
キ
ー
（Edm

und M
uskie

）
は
す
ぐ
さ
ま
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
に
電
話
を
か
け
、
大
統
領
が
イ
ギ
リ

ス
の
措
置
に
憤
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
、
議
会
を
説
得
す
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
強

調
し
、
ア
メ
リ
カ
側
の
懸
念
の
払
拭
に
努
め
た
。
上
院
議
員
を
長
年
務
め
た
マ
ス
キ
ー
は
議
会
を
説
得
す
る
難
し
さ
を
熟
知
し
て
お
り
、

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
説
明
に
理
解
を
示
し
）
91
（
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
批
判
的
な
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
制
裁
は
、
他
の
西
欧
諸
国
よ
り

も
弱
い
も
の
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
）
92
（
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、
再
び
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
価
値
を
示
す

機
会
を
必
要
と
し
て
い
た
。
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四
　
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
と
湾
岸
地
域
へ
の
軍
事
的
関
与

㈠
　
ア
ー
ミ
ラ
哨
戒

　
一
九
八
〇
年
九
月
、
イ
ラ
ク
軍
が
イ
ラ
ン
領
土
に
侵
攻
し
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
が
勃
発
し
た
。
イ
ラ
ク
大
統
領
の
フ
セ
イ
ン

（Saddam
 H
ussein

）
は
、
イ
ラ
ン
が
革
命
に
よ
る
混
乱
状
態
に
あ
る
の
に
乗
じ
て
、
イ
ラ
ン
と
の
領
土
問
題
を
解
決
し
、
さ
ら
に
は
自
国

に
と
っ
て
の
脅
威
を
排
除
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
そ
の
後
八
年
間
に
わ
た
っ
て
続
く
こ
と
と
な
）
93
（

る
。

　
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
対
米
協
力
の
機
会
を
提
供
し
た
。
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
安
全
航
行
を
保
障
す
る
た
め
に
、

カ
ー
タ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
派
遣
を
求
め
た
の
で
あ
）
94
（
る
。
こ
れ
以
前
か
ら
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
内
で
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外
へ
の
軍
事
的
関

与
に
つ
い
て
再
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
過
程
で
特
に
重
要
な
の
が
、
一
九
八
〇
年
六
月
に
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
が
Ｏ
Ｄ
に
提
出
し
た

「
東
西
関
係
の
管
理
」
と
題
す
る
覚
書
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
第
三
世
界
で
ソ
連
が
影
響
力
を
拡
大
す
る
一
方
、
西
側
は
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
戦
争
と
ス
エ
ズ
以
東
撤
退
に
よ
っ
て
介
入
能
力
を
低
下
さ
せ
た
と
指
摘
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外
へ
の
介
入
能
力
を
強
化
す
べ
き
だ
と
論
じ

た
。
だ
が
、
超
大
国
に
よ
る
第
三
世
界
へ
の
関
与
は
様
々
な
懸
念
を
生
む
。
そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
諸
国
が
果
た
し

得
る
役
割
が
大
き
い
と
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
考
え
た
の
で
あ
）
95
（

る
。
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
提
案
は
六
月
五
日
の
Ｏ
Ｄ
で
承
認
さ
れ
）
96
（

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
カ
ー
タ
ー
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
へ
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
派
遣
を
要
請
し
た
と
き
、
す
で
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外

へ
の
軍
事
的
関
与
を
再
開
さ
せ
る
方
向
に
動
き
出
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
ぐ
さ
ま
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
軍
艦
二
隻
を
派
遣
す
る
よ
う
指
示

を
出
し
、
カ
ー
タ
ー
に
協
力
を
約
束
で
き
た
の
で
あ
）
97
（

る
。
カ
ー
タ
ー
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
迅
速
な
対
応
に
深
く
感
謝
し
）
98
（

た
。
こ
う
し
て
、

「
ア
ー
ミ
ラ
哨
戒
（Arm

illa Patrol

）」
と
呼
ば
れ
る
作
戦
が
開
始
さ
れ
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
終
結
ま
で
イ
ギ
リ
ス
は
二
隻
以
上
の
軍

艦
を
維
持
し
た
の
で
あ
）
99
（

る
。
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一
九
八
〇
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
は
、
現
職
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
惨
敗
だ
っ
た
。
当
選
し
た
の
は
、「
強
い
ア

メ
リ
カ
」
の
復
活
を
唱
え
る
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
野
党
党
首
時
代
の
二
度
の
会
談
を
通
し
て
レ
ー
ガ
ン
と
す
で
に
打
ち
解
け

て
い
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
彼
の
当
選
を
喜
ん
）
100
（
だ
。
カ
ー
タ
ー
政
権
同
様
に
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
も
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
ミ
ラ
哨
戒
を
高
く
評
価

し
て
い
）
101
（
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、
対
イ
ラ
ン
経
済
制
裁
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
ア
メ
リ
カ
の
対
英
不
信
を
払
拭
し
、
同
盟
国
と
し
て
の
存

在
感
を
取
り
戻
す
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。

㈡
　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
問
題

　
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
英
米
関
係
の
一
つ
の
焦
点
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
湾
岸
地
域
へ
の
関
与
を
継
続
さ
せ
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
一

九
八
一
年
二
月
の
訪
米
時
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
の
こ
と
を
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
（Caspar W

einberger

）
米
国
防
長
官
に
尋
ね
た
。
こ
れ

に
対
し
て
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、
現
地
の
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
軍
を
こ
の
地
域
に
常
駐
さ
せ
た
い
考
え
で
あ
る
と
答
え

た
）
102
（

。
　
し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
湾
岸
地
域
に
関
与
す
る
た
め
に
は
、
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
が
あ
っ
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
早

期
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
の
供
与
に
つ
い
て
、
議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発
直
後
、

イ
ラ
ン
か
ら
の
攻
撃
を
恐
れ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
カ
ー
タ
ー
政
権
に
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
を
要
請
し
）
103
（

た
。
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド

合
意
以
降
、
米
・
ア
ラ
ブ
関
係
は
冷
え
込
ん
で
い
た
が
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
を
機
に
湾
岸
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
の
関
与
を
求
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
団
体
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
に
強
く
反
対
し
て
い
た
。
議
会
で
も
反
対
の
声
が
強
く
、「
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
」
と
化
し
た
カ
ー

タ
ー
に
議
会
を
説
得
す
る
力
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
問
題
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
）
104
（

る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
政
府
が
兵
器
を
外
国
に
供
与
す
る
場
合
、
上
院
と
下
院
の
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
の
承
認
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
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サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
を
供
与
す
る
と
い
う
カ
ー
タ
ー
の
方
針
を
継
承
し
た
レ
ー
ガ
ン
は
、
共
和
党
が
多
数
派
を
占
め
る
上
院

対
策
に
注
力
す
る
こ
と
を
決
め
）
105
（

た
。
し
か
し
、
六
月
に
は
共
和
党
議
員
を
含
む
五
四
名
の
上
院
議
員
が
連
名
で
、
供
与
に
反
対
す
る
書
簡

を
大
統
領
に
送
っ
）
106
（
た
。
ユ
ダ
ヤ
系
団
体
は
議
会
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
全
力
を
尽
く
し
て
お
り
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
上
院
対
策
は
困
難
を
極

め
て
い
た
。

　
国
内
的
に
厳
し
い
闘
い
を
強
い
ら
れ
る
レ
ー
ガ
ン
を
、
国
外
か
ら
後
押
し
し
た
の
が
サ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た
。
彼
女
は
レ
ー
ガ
ン
に
、
穏

健
派
ア
ラ
ブ
諸
国
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
し
て
、
も
し
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
が

実
現
し
な
け
れ
ば
、
米
・
ア
ラ
ブ
関
係
へ
の
「
真
の
損
害
（real dam

age

）」
は
避
け
ら
れ
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
で
あ
）
107
（

る
。

　
実
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
の
哨
戒
機
ニ
ム
ロ
ッ
ド

（N
im
rod

）
を
代
わ
り
に
購
入
す
る
計
画
だ
っ
た
。
ニ
ム
ロ
ッ
ド
の
売
却
は
、
間
違
い
な
く
イ
ギ
リ
ス
に
大
き
な
経
済
的
利
益
を
も
た
ら

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

が
一
九
八
一
年
春
に
イ
ギ
リ
ス
首
相
と
し
て
初
め
て
湾
岸
諸
国
を
歴
訪
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
女
は
湾
岸
諸
国
の
指
導
者
と
の
会
談
を

通
し
て
、
穏
健
派
ア
ラ
ブ
諸
国
の
間
で
対
米
不
信
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
そ
し
て
、
米
・
ア
ラ
ブ
間
の
亀
裂
に
乗
じ
て
、

ソ
連
が
湾
岸
地
域
に
影
響
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
強
く
懸
念
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
）
108
（
る
。
か
ね
て
よ
り
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
を
は
じ
め
と
す
る

「
外
交
官
」
た
ち
も
、
米
・
ア
ラ
ブ
関
係
の
修
復
が
対
ソ
戦
略
の
上
で
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
）
109
（

た
。

　
上
院
で
の
形
勢
が
芳
し
く
な
い
レ
ー
ガ
ン
に
と
っ
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
の
後
押
し
は
心
強
い
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
レ
ー
ガ
ン
は

上
院
議
員
を
粘
り
強
く
説
得
し
、
有
力
議
員
の
支
持
を
取
り
付
け
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
〇
月
二
八
日
、
上
院
は
わ
ず
か
四
票
差
で
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
を
承
認
し
）
110
（
た
。
も
し
上
院
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
を
認
め
て
い
な
け
れ
ば
、

湾
岸
地
域
に
関
与
す
る
と
い
う
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
方
針
は
大
き
く
後
退
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
上
院
で
の
レ
ー
ガ
ン
の
勝
利

を
喜
び
、
彼
の
努
力
を
称
え
）
111
（

た
。
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Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
後
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
へ
の
海
軍
派
遣
を
継
続
さ
せ
た
。
特
に
一
九
八
七
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
大

規
模
な
タ
ン
カ
ー
護
送
作
戦
で
あ
る
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ウ
ィ
ル
（O

peration Earnest W
ill

）」
を
実
施
し
、
そ
の
際

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
供
与
さ
れ
た
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
が
イ
ラ
ン
軍
の
動
向
を
探
知
す
る
の
に
役
立
っ
）
112
（
た
。
ペ
ル
シ
ャ
湾
で
の
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
強
化
は
、
イ
ラ
ン
に
イ
ラ
ク
と
の
戦
争
終
結
を
決
意
さ
せ
る
決
定
打
に
な
っ
た
と
さ
れ
）
113
（
る
。
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
は
、
レ
ー
ガ

ン
政
権
期
ア
メ
リ
カ
が
湾
岸
地
域
へ
の
関
与
を
強
め
る
重
要
な
一
歩
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
で
活
動
す
る
た
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
掃
海
能
力
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
海
軍

が
保
有
す
る
掃
海
艇
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
使
わ
れ
た
旧
式
で
あ
る
上
に
、
実
戦
配
備
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
三
隻
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
）
114
（
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
で
の
作
戦
を
支
援
す
る
た
め
に
掃
海
艇
を
派
遣
し
、
こ
れ
は
後
に
英
米
関

係
の
「
黄
金
期
」
を
象
徴
す
る
事
例
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
）
115
（
る
。

　
加
え
て
、
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
問
題
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
同
盟
国
を
よ
り
重
視
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
私
は
ワ
シ
ン
ト
ン
在
任
八
年
間
で
最
も
き
つ
い
闘
い
の
一
つ
を
経
験
さ
せ
ら
れ
た
」
と
、
レ
ー
ガ
ン
は
こ
の
時
の
議
会
と
の
対
立
を
回

顧
し
て
い
）
116
（
る
。
議
会
を
説
得
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
痛
感
し
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
協
力
を
得
る
こ
と
は
、
議
会
に

政
府
の
政
策
の
正
当
性
を
主
張
す
る
上
で
有
益
だ
っ
た
。
実
際
に
、「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ウ
ィ
ル
」
を
め
ぐ
っ
て
議
会

の
批
判
を
受
け
た
際
に
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
イ
ギ
リ
ス
の
協
力
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
議
会
の
説
得
に
努
め
）
117
（
た
。
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与

問
題
を
経
て
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
一
層
重
要
な
同
盟
国
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
　
論

　
一
九
七
〇
年
代
に
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
性
は
著
し
く
低
下
し
て
い
た
。
だ
が
、
新
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
を
受
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け
て
ア
メ
リ
カ
は
同
盟
国
の
協
力
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
と
の
「
特
別
な
関
係
」
を
再
強
化
す
る

機
会
を
得
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
九
年
五
月
に
発
足
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
制
裁
に
同
調
す
る
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
。

政
権
内
で
特
に
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
た
の
が
、
一
般
的
に
は
対
米
関
係
重
視
の
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
首

相
で
あ
っ
た
。
彼
女
に
と
っ
て
は
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
再
建
が
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
時
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
要
請
を
拒
否
す
る
こ
と
も
厭

わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ー
タ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
が
「
常
に
断
固
と
し
て
お
り
信
頼
で
き
た
」
同
盟
国
だ
っ
た
と
回
顧
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン

ス
と
西
ド
イ
ツ
に
対
す
る
彼
の
評
価
と
は
対
照
的
で
あ
）
118
（
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
カ
ー
タ
ー
の
こ
の
よ
う
な
評
価
を
勝
ち
得
た
背
景
に
は
、
政
治

的
側
面
で
の
対
米
協
力
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
外
相
を
は
じ
め
と
す
る
「
外
交
官
」
た
ち
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

一
九
七
九
年
一
二
月
の
訪
米
時
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
の
友
人
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
で
き
た
の
は
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
助

言
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
国
連
総
会
で
の
対
ソ
非
難
決
議
の
採
択
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
外
交
官
」
た
ち
に
よ
る
様
々
な
根
回
し

の
成
果
だ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
議
論
の
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
自
身
が
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
。
し
か
し
、
首

相
と
同
様
に
、「
外
交
官
」
た
ち
の
努
力
も
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
政
治
的
側
面
で
の
対
米
協
力
が
な
け
れ
ば
、

「
ア
メ
リ
カ
の
友
人
」
と
し
て
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
形
成
・
維
持
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
英
米
関
係
の
「
黄
金
期
」
は

サ
ッ
チ
ャ
ー
と
レ
ー
ガ
ン
と
い
う
首
脳
同
士
の
信
頼
関
係
に
彩
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
イ
ラ
ン
問
題
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
に
お
け

る
政
治
的
側
面
で
の
対
米
協
力
が
そ
の
土
壌
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
一
九
八
〇
年
九
月
に
勃
発
し
た
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
英
米
が
と
も
に
湾
岸
地
域
へ
の
関
与
を
強
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

ま
ず
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
ア
ー
ミ
ラ
哨
戒
は
軍
事
的
側
面
で
の
対
米
協
力
を
実
現
す
る
機
会
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
側
は
こ
れ
を
高
く
評
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価
し
た
。
一
方
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
供
与
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
論
争
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
湾
岸
地
域
へ
の
関

与
を
強
化
す
る
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
性
が
増
大
す
る
と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
し

た
。
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
代
を
通
し
て
英
米
の
海
軍
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
周
辺
で
活
動
し
、
英
米
関
係
の
「
黄
金
期
」
を
象
徴
す
る
事
例
の

一
つ
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
英
米
関
係
の
「
黄
金
期
」
は
、
新
冷
戦
初
期
の
湾
岸
地
域
を
め
ぐ
る
危
機
へ
の
対
応
を
通
し
て
準
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）  

英
米
の
首
脳
レ
ベ
ル
で
は
現
在
で
も
「
特
別
な
関
係
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
‘Joint Statem

ent by President Trum
p and 

Prim
e M
inister Boris Johnson of the U

nited Kingdom

’, 25 August 2019, The A
m
erican Presidency Project 

（https://w
w
w.

presidency.ucsb.edu/node/333807

）.

（
2
）  Jam

es E. Cronin, G
lobal Rules: A

m
erica, Britain and the D

isordered W
orld 

（Yale U
niversity Press, 2014

）. 

た
だ
し
、
近
年
は

当
該
期
の
英
米
関
係
の
対
立
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
る
研
究
も
登
場
し
て
い
る
。Richard Aldous, Reagan &

 Thatcher: The D
ifficult 

Relationship 

（W
. W
. N
orton &

 Com
pany, 2012

）; Jam
es Cooper, M

argaret Thatcher and Ronald Reagan: A
 Very Political 

Special Relationship 

（Palgrave M
acm
illan, 2012

）; Sally-A
nn Treharne, Reagan and Thatcher

’s Special Relationship: Latin 
A
m
erica and A

nglo-A
m
erican Relations （Edinburgh U

niversity Press, 2015

）.

（
3
）  

山
口
航
「
新
冷
戦
初
期
に
お
け
る
日
米
安
全
保
障
関
係
の
変
容
と
継
続

―
『
狭
義
の
安
全
保
障
』
と
『
広
義
の
安
全
保
障
』
の
交
錯
」
同
志

社
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
六
年
か
ら
多
大
な
示
唆
を
得
た
。

（
4
）  

本
稿
に
お
い
て
「
湾
岸
地
域
」
と
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
オ
マ
ー
ン
、

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
が
位
置
す
る
地
域
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

（
5
）  

こ
れ
は
、「diplom

at

」
と
い
う
言
葉
に
外
相
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
細
谷
雄
一
『
大
英
帝
国
の
外
交
官
』
筑

摩
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
‐
二
五
頁
。

（
6
）  

本
稿
に
直
接
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
篠
﨑
正
郎
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
初
期
の
対
中
東
政
策
」『
軍
事
史
学
』
第
五
一
巻
第
一
号
、
二
〇
一
五

年；

篠
﨑
正
郎
『
引
き
留
め
ら
れ
た
帝
国

―
戦
後
イ
ギ
リ
ス
対
外
政
策
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
外
関
与
、
一
九
六
八
〜
八
二
年
』
吉
田
書
店
、
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二
〇
一
九
年
、
第
八
章；

Azriel Berm
ant, 

‘The Im
pact of the Cold W

ar on the Thatcher G
overnm

ent

’s M
iddle East Policy

’, 
Israel A

ffairs, 19 （4

） （2013

）; D
aniel Jam

es Lahey, 

‘The Thatcher G
overnm

ent

’s Response to Soviet Invasion of Afghanistan, 
1979 -1980

’, Cold W
ar H

istory, 13

（1

） （2013

）; Tore T. Petersen, A
nglo-A

m
erican Policy toward the Persian G

ulf, 1978 -1985: 
Pow
er, Influence and Restraint 

（Sussex A
cadem

ic Press, 2015

）; A
zriel Berm

ant, M
argaret Thatcher and the M

iddle East 
（C

am
bridge U

niversity Press, 2016

）; Tom
as K. Robb, Jim

m
y C
arter and the A

nglo-A
m
erican 
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